
 

 

  

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

理科 

火災における適切な避難行動を問うことで、気体の性質に関する知識が概念として身に付いているかどうかをみる問題は比較的できていますが（４（２））、【考察】をより確かなものに

するために、音に関する知識及び技能を活用して、変える条件に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明できるかどうかをみる問題に課題があります。（２（１）） 

 

【学習指導要領の内容等の平均正答率（％）】（全日程共通の公開問題における学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式） 

【理科 IRTバンド分布グラフ】（横軸：IRTバンド 縦軸：割合） 

 

【理科 IRTスコア】 

 

＜IRTスコア＞IRT (項目反応理論)に基づいて各設問の正誤パターンの状況 

から学力を推定し、500を基準にした得点で表すもの。 

 

＜IRTバンド＞IRTスコアを１～５の５段階に区切ったもので、 

平均バンドは３、５が最も高いバンドとなる。 

 



 

 

   

 

  

 

               

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題② 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 

中学校 

理科 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題① 
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中学校 

理科 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】１５．８％ （豊中市） 

     １２．４％ （大阪府） 

     １４．０％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

【考察】をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用して、

変える条件に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明できる

かどうかをみる 

【問題番号】２（１） 

 

― ここがポイント － 

 
理科では、考察の妥当性を高めるために、計画した観察、実験の結果

から何が分かればよいのかをはっきりさせてから観察、実験を行うなど

して、科学的な探究の過程を振り返り、探究の見通しをもたせることが

大切です。科学的な探究の見通しをもつために、すぐに観察、実験を行

うのではなく、個人やグループなどで「観察、実験の結果から何が分か

ればよいのか」について、確認して共有するなどの学習場面を設定する

ことが考えられます。その際、本設問のように、変える条件に着目した

実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明するなどの場面にお

いて、「実験１と比較して・・・」など、比較して関係付ける対象を明

確にして示すような言語活動の充実も求められます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

理科 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】１５．８％ （豊中市） 

     １２．４％ （大阪府） 

     １４．０％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

【考察】をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用して、

変える条件に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明できる

かどうかをみる 

【問題番号】２（１） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

理科 

【正答率】２２．６％ （豊中市） 

     １８．４％ （大阪府） 

     １８．１％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

大地の変化について、時間的・空間的な見方を働かせて、土地の様子とボーリン

グ調査の結果を関連付けて、地層の広がりを検討して表現できるかどうかをみる 

【問題番号】８（２） 

 

― ここがポイント － 

 
  大地の成り立ちや変化を理解する上で、ボーリング調査の結果から、科学的な根拠を基に地層の広

がりを検討して表現できるようにすることが大切です。 指導に当たっては、離れた地点の幾つかの地

層を比較したり、地層モデルを活用したりするなど、地層の広がり方や傾きを空間的な視点で捉える

学習場面を設定することが考えられます。その際、ボーリング調査の結果が、地盤の安全性の評価や

ハザードマップの作成に活用されていることに触れ、大地の変化に関する学習と日々の安全な生活と

のつながりに気付くようにすることが大切です。  

 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答の条件】 

次の（ａ）と（ｂ）を満たしているもの  

（ａ） 西から東へ下がるように傾いている  

（ｂ） 同じ厚さになっている  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

理科 

【問題番号】４（２） 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】９５．０％ （豊中市） 

     ９２．２％ （大阪府） 

     ９２．８％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

火災における適切な避難行動を問うことで、気体の性質に関する知識が概念とし

て身に付いているかどうかをみる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 

中学校 

理科 

【問題番号】４（２） 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】９５．０％ （豊中市） 

     ９２．２％ （大阪府） 

     ９２．８％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

火災における適切な避難行動を問うことで、気体の性質に関する知識が概念とし

て身に付いているかどうかをみる 

理科で学習した知識を日常生活と関連付けて、その知識を概念として身に付け

られるようにすることは引き続き大切です。指導に当たっては、例えば、プラス

チックや合成洗剤のように、日常生活や社会で幅広く利用されて私たちの豊かな

生活を支えていることに気付くようにすることで、その知識が概念として身に付

くような授業の改善が大切です。  

 

※この調査の結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 


